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市政だより の動き

前月比

67 
22 
45 
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口

8月1日現在

人口計 66.274ー
男 31.920一
女 34.354一
世帯数 19.181 ー

人
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市の中心部を抗れる大上戸川に8月28日、沿岸の10

の子供会から約 200人が集まり、本堂川橋など3カ所

の深みに体長5--10センチの錦ゴイ 5万匹を放流しま

した。

この放流は、かつてコイが泳いでいた清流を取り戻

、早く大そうと市民憲章推進協議会が行ったもので、

きくなってね、と子供たちの声援を受け、 雨で増水し

た川に元気に泳いでいきました。
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-.; 9/30 9/21 秋の全国交通安全運動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
二

十

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
本
市
に
お
け
る
交
通
事

故
は
、
昨
年
に
比
べ
て
死
者
・

件

数
・

傷
者
と
も
減
少
し
て
い
る
と

は
い
え
、
出
合
い
頭
の
事
故
や
追

突
な
ど
の
事
故
が
あ
と
を
た
た
な

い
状
況
で
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

車
で
の
外
出
の
機
会
も
多
く
な
り

※ 

大
村
線

通
行
量
の
増
加
に
伴

っ
て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
か
ら
交
通
事
故
を

起
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

乙
う
し
た
状
況
か
ら

マ
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止

マ
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

マ
無
謀
運
転
と
暴
走
族
の
追
放

以
上
の
三
項
目
を
運
動
の
重
点

と
し
て
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全
は
「
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
連
守
か
ら
」
を

推
進
す
る
中
で
、
お
互
い
の
立
場

で
運
動
に
参
加
し
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
の
絶
滅
に
努
め
ま

'しょ
・つ。

ロ
ー
カ
ル
線
お
ら

幹
線
ヘ

原口団地など

/一簡保資金ガ ¥ 

¥一一役立っていますーノ

市
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
で
原

口
団
地
、
中
地
区
共
同
調
理
場
、

竹
松
駅
前
排
水
路
、
杭
出
津
西
小

路
覆
葦
、
市
道
上
小
路
大
多
武
線

。

fJ;;t 

F 

舗
装
、
原
口
森
圏
第
二
号
線
改
良

な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

乙
の
資
金
の

一
部
は
簡
易
生
命
保

険
積
立
金
の
融
資
を
受
け
た
も
の

で
す
。簡
易
保
険
の
資
金
は
確
実
、
有

o 

o 

守口
一一-Hい
・

ご

推

せ

ん

く

だ

さ

い

公

戸!日川いけいけい
H
H

素
敵
な
お
嬢
さ
ん
を
一
一日日いいけ
uuk

む
ミ
ス
大
村
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
友
だ
ち
ゃ
職
場

・
町
内

に
も
か
わ
い
い
、

素
敵
な
お
嬢
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
は

ず
で
す
。

私
た
ち
の
ア
イ
ド

ル

-mミ
ス

大
村
に
ふ
さ
わ
し
い
お
嬢
さ
ん
を

ど
推
せ
ん
下
さ
い。

応
募
資
格

満
十
八
歳

t
二
十
五

歳
ま
で
の
未
婚
の
女
性
で
市
内

に
六
カ
月
以
上
居
住
し
て
い
る

方、

身
長
一
五
五
セ
ン
チ
以
上

(
た
だ
し
、

社
交
界
の
女
性
、

高
校
生
を
除
く
)

賞
品

マ
ミ

ス
大
村
H
賞
状
、
ト

ロ
フ

ィ
l
、
賞
金
二
十
万
円
ほ

利
、
か
つ
公
共
の
利
益
に
な
る
よ

う
に
運
用
す
る
乙
と
が
法
律
上
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

資
金
の
地

方
債
な
ど
へ

の
融
資
を
通
じ
て
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま

す。。か
マ
準
ミ
ス
大
村
H

賞
状
、

ト
ロ
フ

ィ
ー
、
賞
金
十
万
円
ほ

か

マ
推
せ
ん
者
日
ミ
ス
大
村

の
推
せ
ん
者
に
は
二
万
円
と
記

念
品
、
準
ミ
ス
大
村
の
推
せ
ん

者
に
は
一

万
円
と
記
念
品

マ

応
募
者
日
記
念
品

応
募
方
法
十
月
九
日
ま
で
に
大

村
商
工
会
議
所
ミ
ス
大
村
係
へ

(東
三
域
町
、
曾
@
!
四
二
二

一
一

)

(商
工
観
光
課
)



※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の
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飛
び
出
ル
ほ
!危
i

験
/

マ
道
路
へ
の
飛
び
出
し
ゃ
車
両
の

直
前

・
直
後
の
横
断
は
し
な
い

マ
信
号
が
青
で
も
右
や
左
か
予
り
曲

っ
て
く
る
車
に
注
立
す
る
。

・
マ
夜
間
の
外
出
は
つ
と
め
て
明
る

圃

い
服
装
で。

-
マ
老
人
や
子
供

・
身
体
障
害
者
の

一

横
断
に
際
し
て
は
、
そ
の
場
に

一

居
あ
わ
せ
た
人
が
積
極
的
に
誘

導

・
援
助
な
ど
を
行
う
。

〔
自
転
車
利
用
者
は
〕

マ
安
全
点
検

・
整
備
を
確
実
に、

自
転
車
安
全
整
備
庖
な
ど
を
利

用
し
ま
し
ょ
う。

4
11

@

ブ
レ
ー
キ
が

噌
訓

故

障

し
・
て
い
る

一

自
転
車
に
乗
る

一

と
違
反
に
な
り

ア
つ

ま

す
。
@
夜
間

一
よ

は

反
射
器
や
尾

山用

灯
が
な
い
自
転

積

車
に
乗
っ

て
は

ト

い
け
ま
せ
ん
。

'
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山り

の
ゆ
る
み
や
ガ

↓

タ
の
あ
る
自
転

シ

車
、
タ
イ
ヤ
空

気
圧
が
不
良
の

自
転
車
に
乗
る

の
は
危
険
で
す

マ
二
人
乗
り
、

三

りおおむ市政だより(3) 

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
)

人
乗
り
な
ど
危
険
な
乗
り
方
は

し
な
い
。

マ
曲
り
方
か
ら
急
に
飛
び
出
す
の

は
危
険
で
す
。
徐
行

・
一
時
停

止
を
守
っ
て
右
折

・
左
折
の
合

図
を
確
実
に
。

〔運
転
者
は
〕

マ
「
ゆ
と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
合
い
L

の
気
持
で
運
転
し
、
特
に
子
供

と
老
人、

身
障
者
に
は
気
を
つ

け
て
。

マ
発
進
や
パ
ッ
ク
の
際
は
、
い
ま

一
度
車
の
ま
わ
り
の
安
全
を
確

か
め
て
。

マ
飲
酒

・
暴
走
運
転

・
覚
せ
い
剤

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
影
響
に
よ
る

無
謀
運
転
を
し
な
い
。

マ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る
。

以
上
の
こ
と
に
注
芯
し
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
あ
わ
せ

な
い
よ
う
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

(生
活
環
境
課
)

大活字本をどうぞ

............市立図書館一=一一

弱
視
者
や
自
の
不
自
由
な
お
年

寄
り
に
も
読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
大
き
な
活
字
の
凶
書

を
賠
入
し
ま
し
た
。
普
通
の
本
よ

り
も
四
倍
の
大
き
さ
の
活
字
で
す

。

国
民
年
金

'姐か
ら
楽
に
読
め
ま
す
。
貸
し
出
し

は
す
べ
て
無
料
で
す
。
ご
利
用
下

さ
い
。
〔図
書
名
〕

吾
輩
は
猫
で
あ
る
、
坊
っ
ち
ゃ

ん

o 

。

も
う
納
め
ま
し
だ
か

七
月
、
八
月
、
九
月
分
の
保
険

料
は
も
う
納
め
」
手
し
た
か
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
お
確
め
下

大」い。保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
先
へ
行
っ
て
老
齢

年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す。

納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ

ゆっ。
な
お
、
保
険
料
を
ど
う
し
て
も

納
め
ら
れ
な
い
方
で
強
制
加
入
者

の
方
は
、
免
除
申
請
を
受
け
つ
け

て
い
ま
す
の
で
、
急
い
で
出
張
所

か
市
役
所
保
険
年
金
課
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
印
か
ん
が
必
要

草
枕
、

三
四
郎
(
夏
目
激
石
)
、

雁
、
阿
部

一
族
、
山
根
大
夫
(
森

鴎
外
V

、
羅
生
門
、
河
童
、
鼻
(芥

川
龍
之
介
)
、

野
菊
の
墓

(
伊
藤

左
千
犬
)
、

小
僧
の
神
様

(志
賀

直
哉
)
、

恩
讐
の
彼
方
に

(菊
池

寛
)、

伊
豆
の
踊
り
子
、
雪
国
(川

端
康
成
)
、

青
べ
か
物
語

(
山
本

国
五
郎
)
、
赤
穂
浪
士

(
大
仏
次

郎
)
、

月

山

(
森
敦
)、

雨
や
ど

り
(
半
村
良
)
、

く
る
ま
椅
子
の

歌

(
水
上
勉
)
、

ぐ
う
た
ら
人
間

学

(遠
藤
周
作)、

桜
島
、
日
の

果
て

(
梅
崎
春
生
)
ガ
ラ
ス

の
う

さ
ぎ

(高
木
敏
子
)、

兎
の
眼
、

太
陽
の
子
(
灰
谷
健
次
郎
)、

銀

河
鉄
道
の
夜

(宮
沢
賢
治)、

シ

ー
ト

ン
動
物
記

(
シ
!
ト
ン
)

。です。
(
保
険
年
金
課
)
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来
患
凝
り
お
る
資
灘

オ
ー
お
宅
の
水
道
は

f
ー
ー
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か

「
|
魚
に
使
用
量
が
ふ
え
た

U
U
一

前
月
に
比
べ
急
に
水
道
の
使
用

量
が
増
え
た
と
い
う
よ
う
な
と
き

は
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
水
も
れ

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
家
中
の
じ
ゃ
口
を
全
部

閉
め
て
量
水
器
の
ふ
た
を
聞
け
、

じ
ゃ
ロ

量水器

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

i
ク
(
赤
い
星
印
)

が
ま
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
て
下
さ
い
。
も
し
少
し
で
も
ま

わ
っ
て
い
た
ら
水
も
れ
で
す
。
水

道
部
へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

管
か
ら
水
が
ふ
き
出
し
た
|
」

水
道
管
か
ら
水
が
ふ
き

出
し
た
場
合
は
、
ま
ず
止

水
せ
ん
を
右
に
ま
わ
し
て

水
を
止
め
、
破
裂
し
た
部

分
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
l
プ
を

し
っ
か
り
巻
き
つ
け
、
ひ

も
で
し
ぼ
っ
て
で
き
る
だ

け
早
く
水
道
部
へ
ど
連
絡

下
さ
い
。

じ

ゃ

口

の

水

が

一

1

1

-

-
止
ま
ら
な
い

l
L

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、

コ
マ
や
パ
ッ
キ
ン
を
取
替

え
て
下
さ
い
。
水
道
部
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
止
水
せ
ん
を
右
に

ま
わ
し
て
水
を
止
め
ま
す

止
水
せ
ん
が
分
ら
な
い
と

き
は
、
家
中
の
じ
ゃ
口
を
全
部
聞

け
て
水
の
勢
い
を
弱
め
て
か
ら
取

替
え
て
下
さ
い
。
な
お
、
取
替
え

が
で
き
な
い
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
水
道
部
へ
ど
連
絡
下
さ
い

「
道
路
な
ど
で
水
も
れ
を
発
見

L

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
水
道
部
へ
ど
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
お
願

¥....J 

川
水
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

ど
連
絡
は
台
帳
番
号
を
言

っ
て

下
さ
い
。
納
入
通
知
書
、
検
針

票
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

~ l 

※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

ω水
道
料
金
の
納
入
は
市
内
の
す

べ
て
の
金
融
機
関
で
取
扱
っ
て

い
ま
す
。
水
道
料
金
納
入
通
知

書
を
ど
持
参
の
上
、

納
入
し
て

下
さ
い
。

問
犬
は
量
水
器
か
ら
離
し
て
つ
な

い
で
下
さ
い
。

仙
節
水
に
つ
い
て
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

。
歯
み
が
き
は
水
を
止
め
て

。
洗
車
は
バ
ケ
ツ
で

。
風
呂
の
残
り
湯
は
ま
き
水
、

洗

た
く
、
掃
除
に

(
水
道
部
曾
①
i
一
一
一
一
)

高
齢
者
の
方
に
職
業
を
紹
介

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
高
齢
者

無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
老
後
の

生
活
を
明
る
く
楽
し
く
健
康
に
す

ご
さ
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
に
あ
っ

た
仕
事
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
で
も
ま
だ
ま
だ
十

分
働
け
る
意
思
と
能
力
を
持

っ
て

い
る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
お

。

気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、

事
業
所
や
一
般
家
庭
で

高
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
を
頼
み

た
い
と
き
は
、
臨
時
・
パ

l
ト
に

か
か
わ
ら
ず
求
人
の
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

(
大
村
市
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
U

社
会
福
祉
協
議
会
内
、

宮
③
l
一
三
五
一
)

o 

く〉

お
祝
い
電
報
は
お
早
目
に

つ
い
忘
れ
が
ち
な
の
が
親
せ
き

友
人
、
知
人
の
結
婚
式
や
誕
生
日

へ
の
祝
電
で
す

せ
っ
か
く
の
好
意
は
十
目
前
か

ら
受
付
け
る
配
達
目
指
定
電
報
で

早
自
に
お
う
ち
下
さ
い
。

配
達
日
の
三
日
以
前
に
発
信
さ

。

れ
ま
す
と
、
ご
希
望
の
日
の
午
前

ま
た
は
午
後
に
配
達
し
ま
す
。
ま

た
、
料
金
も
百
五
十
円
安
く
な
り

お
得
で
す
。

お
申
込
み
は
窓
口
ま
た
は
コ

一
五
番
」
へ
ど
う
ぞ
。

(
大
村
電
報
電
話
局
)

。

。

街
に
家
庭
に
豊
か
な
緑
を

長
崎
営
林
署
で
は
、
ヵ
シ
、
モ

チ
ノ
キ
、
モ

ッ
コ
ク
、
ヤ
マ
モ
モ

な
ど
、
庭
木
や
生
け
垣
用
と
し
て

好
ま
れ
て
い
る
樹
木
を
、
造
園
関

係
業
者
に
は
も
ち
ろ
ん
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
販
売
し
て
い
ま
す

詳
し
い
乙
と
は
、
市
内
原
口
町

の
緑
化
事
業
所
(
雷
⑤
|
八
三

O

示
)
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

(
長
崎
営
林
署
)
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※ 

空
力

ー一二三jl!!! 

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

一
般
健
農
相
談
は
、
血
圧
が
気 ン

は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

に
な
る
人
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

(
生
活
環
境
課
)

程

内 n廿"" 

9:00-11:00 13:00 -16:00 
妊婦相談 一般健康相談

乳幼児相談 妊婦教室〈第1回)

14 一一--一一妊婦教室〈第2回〉
21 乳幼児相談 妊婦教室(第3回〉

281 ______ 一一一妊婦教室(第4回)

日談相康健の月1 0 

-h 

、
九

日| 診療科目 | 病医院名 |所在地|電話
荒瀬郷5-7603 

本西大村町整形外科松永整形外科 3-5864 

内科
今囲内慨

4-5588 
10 

大中村央産婦人科産・婦人科 2-3850 

岡内科東三城町2-3000 

整形外科 貞松整形外科武部郷4-1161 

長医:!?lif-酬18 
外'1lI門科 山道医 3-2305 

寺井医院玖島町2-3574 
25 

古1丁町目外・内科 田崎医院 3-1234 

10月の日曜・祭目当番医

午前g時~午後8時診療時間

-
妊
婦
と
凱
幼
児
の

健

康

相

談

はまつ
おすけ赤
でー 。のち
か生面や
け後でん
下五、の
〈さカ相発
生い月談育
活。まに
環 で応栄
境 lζ じ養
課ーて
) 度いし

1 0月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 1 時 間 場 所 対 象

6 Iル Ml大村保健所|生後4カ月までの乳児
13:30-15:00 松原出積所妊婦と乳幼児

|問-11:川 | 幼 児12 113; OO-I5; 00 竹松出張所乳
13 I 9:30-10:00 I大村保健所|生後5-7ヵ月までの
19 I 9:30-11:00 I萱瀬出張所|妊婦と乳幼児
2OT9~30-10:00 I大 村保健所 |生後8カ月以上の乳児

-
急
性
灰
白
髄
炎
(
小

児
マ
ヒ
〉
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与

該
当
者

生
後
六
カ
月
以
上
で
初

回
投
与
を

受
け
て
い

な
い
乳
幼

児
、
二
回

目
投
与
が

済
ん
で
い

な
い
乳
幼

生ワクチン投与日程

投与会場 投与日

市 役 所
1メ

萱瀬出張所

諏訪公民館

三浦出張所 jk 
鈴田出張所

竹松出張所
1メ

福重出張所

中地区公民館

!パ松原出張所|

児
料

金

無

料

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

V
発
熱

や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
の
乳

幼
児

V
重
症
結
核
、
心
臓
血

管
系
疾
患
の
乳
幼
児

V
病
後

衰
弱
、
栄
養
障
害
の
乳
幼
児

V
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
棒

種
後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
か

い
乳
幼
児

※
当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持

参
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
三
年
三
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

和
五
十
二
年
九
月

t
五
十
三
年

二
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診

査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受

診
し
て
下
さ
い
。

日
時
九
月
一
工
'
四
日
、
午
前
九

時
三
十
分

t
十
時
、
午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
(
受
付
》

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

-
文
化
講
演
会

九
月
二
十
七
日

(H)

午
後
一
時

場
所
市
民
会
館

講
師
神
津
善
行
氏
(
作
曲
家
〉

入

場

料

無

料

主
催
長
崎
県
歯
科
医
師
会

日
時

-
大
村
・
諌
阜
市
民
劇

場
例
会

日
時
十
月
九
日
、
午
後
六
時
十

五
分
開
演

場
所
市
民
会
館

午後2時-3時まで

内
容
仲
代
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
公
演

喜
劇

・
マ
ジ
ド
ラ
ゴ
ラ
「
毒
の

華
」

閉
会
せ
先
大
村
・
諌
早
市
民
劇

場
(
曾

@
1三
七
二
九
)

(
社
会
教
育
課
)

時間

一

)

大

村

商
工
会
一

一

一

一

議

所

青
年
部
地
一

一

一

を

域

開

発

委
員
会

一

一

に

う

で

は

、

九

月

十

↑

一

喧

4
ノ
日
か
ら
市
民
の
一

一

顎

協

皆

さ

ん

の

ご

協

一

一

購

力

を

得

て

、

消

一

-

『

」

'

向

-

費

者
の
動
向
購
町

一

動

一

買

調

査

を

実

施

一

一

〈

し

て

い

ま

す

。

一

一
対
象
世
帯
に
選
定
さ
れ
た
一

'

一
ご
家
庭
の
方
に
は
大
変
お
手
一

一
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ァ
一

一
ン
ケ
l
ト
用
紙
が
配
布
さ
れ
一

一
ま
し
た
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
一

一

い

し

ま

す

。

一

一

(

商

工

観

光

課

)

E

-'J為J
戸
、
仲
町
一

一

aazhuwぜ
も

ん

一Z
m
K
B均
J

口
三
「
F

F

一O
け
削
ホ
判

7
tビ
Uuv
一

「，‘・
1
t
‘t-
，‘，‘
t
‘t
‘I
‘・1

・u



ρ
0
 
(
 

り

募

集

• 市
職

員

おおむ

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

職
種
行
政
、
化
学

受
験
資
格
い
ず
れ
も
性
別
は
問

わ
な
い
が
、
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
し
昭
和
三
十
年
四
月

一一日

t
三
十
五
年
四
且
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

〔
高
校
卒
業
程
度
〕

職
種
一
般
事
務
A
(
女
子
)

B
(
男
子
)

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
昭
和
三
十
五
年
四
月

一一日

l
三
十
九
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
条
件
い
ず
れ
も
市
内
居
住

者
ま
た
は
採
用
後
市
内
に
居
住

で
き
る
人

受
付
期
間
九
月
十
六
日

t
十
月

九
日
ま
で

第
一
次
試
験
十
一
月
八
日
(
日
)

応
募
手
続
所
定
の
申
込
用
紙
に

(
人
事
課
に
あ
り
ま
す
)
記
入

し
て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

(
人
事
課
)

市政だより昭和56年9月15日
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置
海
上
保
安
大
学
校
・

学
校
学
生

受
付
期
間

九
月
二
十
九
日
、
ま
で

※ 

南
北
を

第
一
次
試
験
〔
大
学
校
〕
十
一

月
十
四
日
、
十
五
日
〔
学
校
〕

十
一
月
十
五
日

受
験
資
格
(
大
学
校
〕
昭
和
三

十
六
年
四
月
二
日
以
降
の
生
ま

れ
で
高
卒
者
(
見
込
者
)
な
ど

〔
学
校
〕
昭
和
三
十
三
一
年
四
月

一
一
日
以
降
の
生
ま
れ
で
高
卒
者

(
見
込
者
)
な
ど

問
合
せ
先
佐
世
保
海
上
保
安
部

(
曾
佐
世
保
@
|
四
八
四
二
)

(
総
務
課
)

-
第
鈎
回
発
明
創
意
工

夫
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

募
集
作
品

こ

般
部
門
〕
省
資
諒
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
公
害
関
係
、
一
般

発
明
考
案

(
学
生
児
童
教
職
員
部
門
〕
個

人
の
考
案
、
グ
ル
ー
プ
の
考
案

学
習
上
の
創
意
工
夫

〔
婦
人
部
門
〕
台
所
関
係
、
日

用
品
関
係
、
一
般
創
意
工
夫

応
募
資
格
県
内
在
住
者

応
募
方
法
十
月
三
十
一
日
ま
で

に
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
長

崎
市
文
教
町
二
l
五
、

県
工
業

試
験
場
内
、
富
長
崎
@
l
二
六

四
七
)
へ
十
二
月
上
旬(商
工
観
光
課
)

発
表結

べ
幹
線

大
村
線

@
ド
ラ

i
ド
の
見
た
ス

ペ
イ
ン
、
ト
レ
ド
の

街少年
使
節
の
随
員
で
諌
早
出

身
で
あ
っ
た
ド
ラ

l
ド
青
年
は

帰
国
後
一
行
が
持
ち
帰
っ
た
活

字
印
刷
機
の
技
術
者
と
し
て
、

多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
が
、

乙
れ
と
同
時
に
道
中
の
五'緬
な

@
記
録

記
録
者
と
し
て
も
有
能
な
人
物

で
し
た
。
西
肥
前
と
い
う

一
地

方
に
生
ま
れ
た
者
の
目
に
、
初

め
て
見
る
華
や
か
な
西
欧
の
社

会
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
、

極
め
て
興
味
あ
る
問
題
で
す
。

一
行
が
ス
ペ
イ
ン

M
に
入
っ

て、

同
国
中
最
も
大
き
な
都
市

の
一
つ
と
し
て
、
最
初
に
自
に

し
た
の
は
ト
レ
ド
市
で
し
た
。

ド
ラ
ー
ド
は

そ
の
街
の
様

子
を
次
の
よ

う
に
記
し
て

い
ま
す
。

「
同
市
は
、

周
囲
を
テ
ジ

ヨ
河
に
固
ま

れ
た
相
当
高

い
正
陵
の
上

に
築
か
れ
て

い
る
。
乙
こ

に
は
二
万
五

千
五
百
人
余

の
人
口
が
あ

り
、
二
十
二

あ
る
い
は
そ

⑫ 

れ
以
上
の
小
教
区
、
各
修
派
の

女
子
修
道
院
、
男
子
修
道
院
十

三
が
あ
勺
て
、
若
干
の
も
の
は

二
百
人
以
上
の
病
人
を
収
容
し

極
め
て
慈
悲
深
く
治
療
に
あ
た

っ
て
い
る
。
家
屋
は
石
と
石
灰

で
造
ら
れ
、
建
築
技
法
は
は
な

は
だ
優
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の

点
で
日
本
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
市
街
は
人
口
が
密
集
し

て
商
業
は
盛
ん
に
行
わ
れ、

豪

主
な
絹
、
金
樹
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
の
商
品
を
扱
う
数
多
く
の

商
人
が
い
る
。
人
々
は
、
男
女

共
に
斜
め
て
高
立
で
優
秀
な
人

士
と
思
わ
れ、

特
に
我
々
を
感

動
さ
せ
た
の
は
、
耶
蘇
会
の
住

院
に
お
い
て
、
引
体
を
拝
領
す

る
者
が
一
日
に
二
十
人
、
時
に

は
五
十
人
を
超
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。ト
レ
ド
の
活
気
あ
る
商
業
動

に
目
を
う
ば
わ
れ
、
西
洋
の
家

を
、
木
と
萱
と
紙
で
造
ら
れ
た

日
本
家
屋
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ

ほ
ど
頑
丈
な
造
り
で
あ
っ
た
た

め
、
絶
賛
し
て
い
ま
す
。
た
だ

ト
レ
ド
の
人
口
二
万
五
千
人
の

数
に
驚
い
て
い
る
点
で
は
、
西

肥
前
に
生
ま
れ
育
っ
た
世
間
を

知
ら
な
い
が
故
に
も
っ
た
感
覚

で
し
ょ
う
。
当
時
、
日
本
の
都

市
で
も
、
例
え
ば
京
都
な
ど
は

家
数
九
万
八
千
軒
と
い
わ
れ
ま

す
か
ら
、
五
十
万
人
ほ
ど
の
人

口
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
し

た。
し
か
し
こ

の
年
、
ト
レ
ド
の

街
で
は
大
変
な
病
気
が
流
行
し

二
千
人
余
の
死
者
が
出
る
な
ど

で
し
た
。
中
世
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
猛
威
を
ふ
る
っ

た
庖
抗
で
す

不
運
に
も
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
こ

J
U
ん」

の
病
に
感
染
し
、
「
口
許
か
ら

喉
頭
、
さ
ら
に
全
体
へ
と
無
数

の
砲
折
」

が
現
わ
れ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ト
レ

ド
き
つ
て
の
名
医
二
人
の
治
療

に
よ
っ
て
、
十
六
日
間
で
ほ
ぼ

完
治
し
ま
し
た
。
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議 :

『
ご

座

-
中
地
区
公
民
館
の
各

種
教
室
へ
ど
う
ぞ み

受
付
開
始
九
月
二
十
四
日

※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら

締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
か
直
接
中
地
区

公
民
館

〈
曾
③
|
一
三
七
六
)

へ
、
ハ
ガ
キ
で
は
受
付
け
ま
せ

ん。

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

〔
お
り
が
み
入
門
教
室
〕

楽
し
い
お
り
が
み
の
入
門
と
し

て
基
本
と
応
用
を
学
習
し
ま
す
。

りおおむ市政だより(7) 

10月の定例相談日

市民相談コーナー (広報公聴課〉 で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

( 1日.10:00""15:00)警-"E反相権.人
Lコ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

期
間
十
月
十
四
日

t
十
二
月
十

六
日
(
十
回
、
毎
週
水
曜
、
午

前
十
時

t
正
午
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

講
師
市
村
幸
子
先
生

(8日.9:30""12:00) 

(21日.10: 00""15: 00) 

(27日.10: 00""15: 00) 

(28日.10: 00""15: 00) 

( 9日.9:30""12:00) 

(23日.13:00，...，16:00) 

談

.厚生・国民年金相談

-・al'e: 
設

吾史
国民

.交通事故相談

相

相

相

相

産

政

言己

動

律

.行

.法
-不

.萱

A 

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

旭クラブガ優勝

第10回県少年野球大会

〔
木
版
画
教
室
〕

木
版
画
の
技
法
と
作
成
の
喜
び

を
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
月
五
日

t
一
月
十

一
日

〈
十
回
、
月
曜
、

午
前
十
時

t

正
午
〉

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

講

師

岩

永
憲
治
先
生

〔
料
理
教
室

C
コ
I
ス〕

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
家
庭
料

理
の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
月
十
五
日

t
二
月
二
十

五
日
(
十
一
回
、
毎
月
第
三
・

第
四
木
曜
、
午
前
十
時

t
正
午
〉

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

講
師
柳
原
淳
先
生

〔
郷
土
史
教
室
(
中
世
)
〕

戦
国
時
代
の
大
村
、
大
村
純
忠 第10回県少年野球選手権大会が

8月22日""25日まで長崎市の大橋

球場で行われま したが、学童の部

の優勝戦は大村代表同志の対戦と

なり、旭クラブが2対Oで大村ク

ラフ1ζ勝ち優勝しました。

と
キ
リ
シ
タ
ン
な
ど
郷
土
史
を
学

習
し
ま
す
。

期
間

十
月
八
日

t
十
二
月
十
日

(
十
回
、

毎
週
木
曜
、
午
後
七

時

t
九
時
)

対
象
・
定
員
成
人
、

二
十
人

講
師
久
田
松
和
則
先
生

六
割
引
幼
児
教
室
「
子
ど
J

f
も
の
食
事
と
学
習
」
L

子
ど
も
の
食
事
の
あ
り
方
、
実

習
と
親
の
学
習
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
月
二
日

t
二
月
(
十
回

金
曜
か
火
曜
、
午
前
十
時

t
正

午
)

対
象
・
定
員

-
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

母
親
、
二
十
人

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ク
イ

ツ
ク
&
ス
ロ
ー
で
は
、

初
心
者
を

対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
十
月
四
日

t
十
二
月
十
三

同
(
毎
週
日
曜
.
午
後
七
時
三

十
分

t
九
時
)

場

所

コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

会

費

三

百
円

申
込
方
法

練
習
日
に
直
接
会
場

へ
※
詳
し
く
は
ク
イ

ッ
ク
&

ス
ロ

l
連
絡
所
(
五
道
曾
@
!

八
三
六
九
)
へ(社
会
敦
育
課
)

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@

身

体

障

害

者

の

実

態

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

一

一

調

査

を

実

施

対

象

市

内

に

居
住
す
る
在
宅

一

の
身
体
障
害
者
で
身
体
障
害

一

一

十

月

一
日
現
在
の
市
内
の
身

者

手
帳
の
所
持
者
、
そ
の
世
一

一
体
障
害
者

(
児
)
の
実
態
調
査

帯

一

一
を
実
施
し
ま
す
。

期

間

十

月

一

日

t
三
十
一

日

一

一

こ

の

調
査
は
、
県
下
い
っ
せ

調
査
方
法

民
生
委
員
が
市
身

一

一
い
に
行
う
も
の
で
、
調
査
内
容
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
員

一

一
は
調
査
の
目
的
以
外
に
絶
対
に

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
担
当
一

一
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
地
区
の
対
象
世
帯
を
訪
問
し
一

一
ま
ま
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
ど

調
査
し
ま
す
。

一

一
理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

(

福

祉

課

)

一

一

す

。

一

一

目

的

今
後
の
福
祉
対
策
の
確

0

0

0

一

一

九

ぬ

M
M
V〆
〆

立

と

そ

一

一

、

p
'
a
J
Z
の

効

果

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一

d
d
y
r
a司
、
的
な
運
日
時
十
月
十
七
日
(
土
)
一

一

「

、

、

今

用

を

推

午

後

一
時
三
一時

一

一

〆

‘

-

進

す

る

場

所

福

祉
セ
ン
タ
ー

一

'
t
u
w叫
判
、

E

た

め

の

一



(8) り

-
第

4
回
市
民
野
球
大

会『

おおむ

日
時
十
月
十
七
日
、
十
八
日

場
所
市
営
球
場
、
補
助
グ
ラ
ン

ド
ほ
か

チ
l
ム
編
成
町
内
単
位
ま
た
は

職
場
で
編
成
す
る
こ
と
(
野
球

協
会
投
手
登
録
者
は
投
手
と
し

て
参
加
で
き
な
い
〉

参
加
費
三
千
円

申
込
方
法
十
月
九
日
ま
で
に
野

球
協
会
事
務
局
(
水
主
町
、
雷

市政だより昭和56年9月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

③

l
一
五
四
五
)
へ
協
会
に
あ

る
所
定
の
用
紙
で
申
込
む
乙
と

組
合
せ
監
省
会
議
十
月
九
日

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
市
役
所

第
二
会
議
室

主
催
大
村
市
野
球
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会
(
体
育
課
)

-
第
何
回
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
(
男
・
女
)

日
時
十
月
十
七
日
、
十
八
日

開
会
式
は
十
七
日
午
後
二
時
か

ら
市
民
体
育
館

場
所
市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
方
法
参
加
チ
l
ム
は
十
月

六
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育

課
へ
※
申
込
書
な
ど
は
登
録

少
年
団
へ
直
送
し
ま
す
。

-
第
叩
回
大
村
ラ
イ
オ

ン
ズ
優
勝
旗
争
奪
少

年
剣
道
練
成
大
会

日
時

九
月
二
十
日
(
日
)

午
前
九
時
開
会

西
大
村
中
学
校
体
育
館

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
市
内
在
住
者
(
学
生
を
除

く
)

会
費
年
千
円

指
導
者

森
上
吉
郎
さ
ん
(
市
軟

式
庭
球
協
会
)

申
込
方
法
練
習
日
に
直
接
市
営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ

(
体
育
課
)

-m年
度
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
長
崎
県
研
修
会

内種場日
容目所時

十
月
三
日

t
四
日

諌
早
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

実
技
と
理
論

場
所

-
日
曜
早
朝
軟
式
庭
球

教
室

練
習
日
毎
週
日
曜
(
午
前
七
時

t
九
時
)

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

ク

ト

リ

パ

テ

ィ

1
教
団
大
村
教
一

会
(
東
三
城
町
)
慈
恵
荘
へ
生
一

一
1
J
1
1
1
1
1
J
1
十
J

体

育

振

興

事

業

へ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

一

一
番

事

蛋

L
」
敬

称

略

花

百

束

一
-f

i
f
z
f
l
i
t

V
朝
野
富
喜
(
武
部
郷
・
亡
夫
マ
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
商
会

(

武

部

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

三

郎

)

一

一

干

万

円

郷

・
代
表
取
締
役
渡
辺
忠
夫
)

清

和

国

へ

一

一
マ
平
シ
ヅ
エ
(
竹
松
本
町
・
亡

宅
4
1
j
i
j
F

小
浜
お
お
む
ら
荘
へ
冷
蔵
庫

一

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
ナ
ス
~

一
夫
鹿
雄
)
五
万
円
マ
田
端
キ

「
J
E

市

川

噌
」

敬

称

略

台

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
十
四
キ
ロ
、

運
動
会
賞
品
二
十
一

一
ヨ
子
(
木
場
一
丁
目
・
亡
夫

幸

慈

恵

荘

へ

ナ

ス

三
十
三
キ
ロ
、
点

マ
遊
漁
組
合

(
代
表
笹
田

一

一

男

)

一

一

十

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

ヘ

キ

ュ

ウ

リ

百

一

キ

ロ

、

漬
物
六

藤
吉
)
キ
ス
一
一
・
五
キ
ロ

マ

一

一

市

立

病

院

へ

マ
横
田
肇

(
池
田
一
丁
目
)
金
百
五
十
グ
ラ
ム

マ
中
山
身
語
高
木
武
雄
(
坂
口
町
)
ス
イ
カ
一

一

マ
田

端

キ

ヨ

子

(

木

場

一

丁

目

一

封

正

宗

奉

仕

団

(

長

崎
市
)
慈
恵
三
個
、
チ
リ
紙
二
し
め
、
菓
子
一

一

・

亡

夫
幸
男

)

三

十

万

円

荘

へ

演

芸
慰
問
マ
パ

l
フ

ェ

三

袋

一

対
象
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
ト
レ

ー
ナ
l
、
コ

l
チ
、
体
育
指
導

委
員
な
ど

書
加
費
千
円

申
込
方
法
九
月
二
十
二
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
体
育
課
へ

-m年
度
職
業
訓
練
指

導
員
試
験

こ
の
試
験
は
、
職
業
訓
練
法
に

基
づ
き
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
試

験
で
す
。

実
施
職
種
自
動
車
整
備
科

目
時
・
場
所

〔
学
科
〕
十
一
月
一
日
(
午
前
十

時

t
午
後
四
時
)
県
立
長
崎
高

等
職
業
訓
練
校

〔
実
技
〕
十
一
月
八
日
(
午
前
十

時

t
午
後
一
時
〉
県
立
長
崎
高

等
職
業
訓
練
校

受
験
申
込
方
法
九
月
二
十
五
日

t
十
月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
県

労
働
部
職
業
訓
練
課
(
長
崎
市

江
戸
町
二

l
一
三
、
愈
長
崎
@

l
一
一
一
一
)
へ

受
験
手
数
料
学
科
H
二
千
円
、

実
技
H

一
万
千
円(商
工
観
光
課
)

照
明
器
具
の
手

入
れ
は
手
ま
め

部
屋
の
電
灯
や
机
の
ス
タ
ザ

ン
ド
が
よ
ご
れ
て
い
る
と
、

山
明
る
さ
が
二

O
t三
O
M
mく
へ

ら
い
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、
そ
う
じ
す
る
f

だ
け
で
み
ち
が
え
る
ほ
ど
、

明
る
く
な
り
ま
す
。
ニ

t
一ニ

V

カ
月
に
一
度
は
、
そ
う
じ
を
円

し
ま
し
ょ
う
。

ひ
ど
い
よ
ご
れ
は
、
洗
剤
山

を
と
か
し
た
ぬ
る
ま
湯
で
ふ

V

く
と
、
き
れ
い
に
落
ち
ま
す
勺

乙
の
場
合
、
事
故
を
防
ぐ
た
町

一H

め
器
具
は
必
ず
電
諒
か
ら
は
山

h

ず
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
ょ
f

く
乾
い
て
か
ら
電
源
に
つ
な
が

い
で
下
さ
い
。

(
九
州
電
力
大
村
営
業
所
)

ぷ
込
…

一
司一
?
;
」
剖
A
4
t

コ

-

d
喝
槌
匂
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